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員
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塚
幸
夫
君
提
出
地
域
改
善
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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衆
議
院
議
員
経
塚
幸
夫
君
提
出
地
域
改
善
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

昭
和
四
十
四
年
に
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
が
制
定
施
行
さ
れ
て
以
来
、
約
二
兆
六
千
億
円
に
達
す
る
国

費
を
投
入
し
て
関
係
施
策
を
積
極
的
に
実
施
し
て
き
た
結
果
、
相
当
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。 ま

た
、
同
和
地
区
の
状
況
は
、
生
活
環
境
等
に
つ
い
て
一
般
地
域
と
の
格
差
が
全
国
的
に
み
れ
ば
相
当
程
度

是
正
さ
れ
た
ほ
か
、
心
理
的
差
別
に
つ
い
て
も
、
各
種
の
啓
発
施
策
及
び
同
和
教
育
の
実
施
並
び
に
生
活
環
境

等
の
実
態
面
の
劣
悪
さ
の
改
善
等
に
よ
り
、
そ
の
解
消
が
進
ん
で
き
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

昭
和
六
十
二
年
度
以
降
の
残
事
業
量
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
各
省
庁
に
お
い
て
精
査
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

ろ
で
あ
る
。 

同
和
関
係
者
で
組
織
す
る
民
間
運
動
団
体
は
、
地
域
改
善
対
策
に
お
け
る
直
接
の
利
害
関
係
団
体
で
も
あ
る

の
で
、
地
域
改
善
対
策
協
議
会
に
委
員
と
し
て
参
加
す
る
に
は
、
同
和
関
係
者
を
代
表
す
る
各
団
体
が
同
時
に 

地
域
改
善
対
策
協
議
会
基
本
問
題
検
討
部
会
の
報
告
に
お
け
る
提
言
は
、
現
在
、
同
協
議
会
で
審
議
中
で
あ

る
が
、
今
後
の
行
政
の
推
進
に
当
た
つ
て
は
、
政
府
と
し
て
も
十
分
参
考
に
し
て
ま
い
り
た
い
。 

地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
の
期
限
切
れ
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
地
域
改
善
対
策
協
議
会
に
お

い
て
法
的
措
置
の
要
否
も
含
め
審
議
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
同
協
議
会
の
審
議
の
状

況
等
も
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

四 

 



 

五 

参
加
し
、
建
設
的
な
議
論
が
で
き
る
状
態
に
あ
る
こ
と
が
必
要
な
条
件
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
右
の
条
件
が
整
つ
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
地
域
改
善
対
策
協
議
会
の
審
議
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
民
間
運
動
団
体
の
意
見
聴
取
を
行
つ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




